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立野ダム公聴会開催を求める要望書

２０１０年、国土交通省は「できるだけダムに頼らない治水」への政策転換を進めるための

検証作業を始め、２０１２年９月１１日の「立野ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検

（ ）」 、「 （ ）」 、討の場 第３回 で同省は 立野ダム建設事業の検証に係る検討報告書 素案 を提示し

立野ダムを含む現行の河川整備計画が最も有利であるとの検証結果を提示しました。

この「素案」に対し、９月２２日より白川流域の熊本市、大津町、南阿蘇村で公聴会が開か

れました。３日間で３０名の流域住民が意見陳述をし 「立野ダム案がよい」と発言した住民、

は一人もいませんでした。今回の公聴会を通して、立野ダムにはあまりにも大きな問題が数多

くあることが明らかになりました。しかし残念なことに 「検討の場」を構成している熊本県、

や流域市町村の首長や担当者は、この公聴会には一人も参加していませんでした。立野ダムに

関する公聴会を熊本県と流域市町村でも主催し、住民の声を十分に聴くべきです。

今回の公聴会の開催について私たち住民が知ることができたのは、９月１８日付の新聞記事

からでした。公聴会の募集期限は９月２０日とされており、わずか２日後に公聴会の募集は締

め切らました 「素案」の閲覧方法にも大きな問題があります。２００ページ以上の膨大な資。

料を、関係役場等のロビーで立ったまま閲覧し、意見を書くということは不可能です。住民へ

の周知も全くできておらず 「住民参加」の河川法の精神に背くものだと言えます。、

国土交通省は、立野ダムに関して説明責任を果たしたとは全く言えません。事業者と住民が

対等に、双方向性を持って議論し、情報を共有しなければ、将来に大きな禍根を残すのは必至

です。そこで、下記３点について要望します。

記

１．立野ダムに関する公聴会を熊本県と流域市町村で主催し、住民の意見を十分に聴くこと。

２．１０月１２日の白川改修・立野ダム建設促進期成会の要望活動においては、白川の河川改

修を主な要望事項とし、立野ダム建設に関しては公聴会で住民からの要望が全くなかった

ことを十分考慮すること。

３．国土交通省に以下の事項を要望すること。

①住民を対象にした「立野ダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案 」の説明会を流）

域各所（校区ごと）で実施すること。

②公聴会と意見募集をやり直すこと。

③事業者と住民が情報を共有し、双方向性を持って議論する討論集会を開催すること。

以上


